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「命洸（めいこう）」とは

命洸とは、命が水のように沸き立ち
きらめくさま。学園祭の名称として
学生が命名しました。

▲作詞・作曲の加藤登紀子さんと、市民への校歌披露コンサート開催

▲本学にとって2番目となる学術交流協定、韓国・釜慶大学校と調印
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◆
3
期
生
を
迎
え
た
入
学
式
 

　

●
２
０
０
５
年
度
・
学
内
奨
学
金
の
選
考
に
つ
い
て

　
成
績
優
秀
者
に
対
し
、
本
学
で
は
以
下
の
通
り
学
内
奨
学

生
と
し
て
選
考
い
た
し
ま
し
た
。

【
タ
カ
ラ
バ
イ
オ（
株
）奨
学
生
】

　
※
後
期
よ
り
１
回
生
か
ら
も
選
考
を
行
い
ま
す
。

　（
３
回
生
）川
畑
隆
司
、
久
保
晴
子
、
劉
祥
松

　（
２
回
生
）大
前
薫
、
鬼
塚
明
也
、
高
鵬

【
長
浜
バ
イ
オ
大
学
奨
学
生
】　

　
※
２
回
生
以
上
の
成
績
優
秀
者
を
対
象
。

　（
３
回
生
）執
行
隆
司
、
高
橋
聡
史
、
渡
部
美
佳

　（
２
回
生
）原
本
尚
治
、
藤
川
徹
也
、
宮
元
清
行

※
タ
カ
ラ
バ
イ
オ（
株
）奨
学
生
は
、
将
来
の
バ
イ
オ
産
業
界

を
担
う
学
生
を
支
援
す
る
目
的
で
、
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式

会
社
よ
り
本
学
に
対
し
て
援
助
し
て
頂
い
て
い
る
制
度
で

す
。

●
２
０
０
５
年
度
 

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
採
用
状
況

　
１
～
３
回
生
を
対
象
に
４
月
当
初
に
募
集
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
の
採
用
内
訳
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

［
第
一
種（
無
利
子
）］ 　
名（
全
体
で
　
名
）　［
第
二
種（
有

１５

８８

利
子
）］ 　
名（
全
体
で
１
３
８
名
）

３７

　
今
年
度
は
例
年
に
比
べ
申
込
者
が
多
く
、
希
望
通
り
の
採

用
に
至
ら
な
か
っ
た
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
追
加
採
用
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
学
生
課
よ
り
学
生
本
人
に
直
接
連
絡
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
家
計
急
変
や
家
計
支
持
者
の
病
気
、
災

害
等
で
緊
急
に
奨
学
金
の
貸
与
を
必
要
と
す
る
場
合
、
別
途

第
一
種
の
緊
急
採
用
、
第
二
種
の
応
急
採
用
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
学
生
課
奨
学
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
年
度
以
降
、
４
回
生
で
の
本
奨
学
金
の
募
集
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
本
学
初
の「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」へ
 

　
名
が
参
加
予
定
！

６０
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
３
回
生
の
希
望
者
が
学
外
の
企

業
で
行
う
体
験
実
習
で
あ
り
、
本
学
で
は
今
年
度
か
ら
初
め

吉
田
保
理
事
長
は
、「
高
度
な
バ

イ
オ
技
術
者
を
め
ざ
し
て
本
学
を

選
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
間
違
い
で

は
な
か
っ
た
と
確
信
す
る
。
努
力

す
る
こ
と
は
才
能
の
一
つ
で
あ
り
、

誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
。
そ
れ

を
開
花
さ
せ
て
入
学
目
的
を
達
成

し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
校
歌「
悠
久
の
街
」が
、作

詞
・
作
曲
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
を

迎
え
、
初
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
本
学
体
育
館
に
お
い

て
、
新
入
生
２
４
７
人
を
迎
え
て

入
学
式
が
行
わ
れ
、
宮
腰
長
浜
市

長
も
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
下
西
康
嗣
学
長
は
式
辞
で
、
ト

ル
ス
ト
イ
の
「
ア
ン
ナ
カ
レ
ー
ニ

ナ
」
を
引
用
し
な
が
ら
、
｢専
門
分

野
で
あ
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
加
え
、
人
文
科

学
に
も
幅
広
く
興
味
を
持
つ
豊
か

な
人
間
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

◆
校
歌「
悠
久
の
街
」披
露
コ
ン
サ
ー
ト
 

　

　
入
学
式
が
行
わ
れ
た
４
月
１
日

の
夜
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
校
歌

お
披
露
目
と
な
る
、
加
藤
登
紀
子

さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
長
浜

市
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
本
学
の
学
生

や
教
職
員
、
市
民
な
ど
約
７
０
０

人
が
参
加
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
と
会

場
が
一
つ
に
溶
け
合
い
と
て
も
熱

気
の
あ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
本
学

の
吹
奏
楽
部
と
と
も
に
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
組
織
さ
れ
た

学
生
・
教
職
員
に
よ
る
合
唱
メ
ン

バ
ー
が
登
壇
、
加
藤
登
紀
子
さ
ん

と
と
も
に
本
学
の
校
歌
「
悠
久
の

街
」を
演
奏
・
合
唱
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
市
民
か
ら
は
、
｢こ
の
歌

を
、
長
浜
市
民
の
歌
と
し
て
も
広

げ
て
い
き
た
い
｣と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
３
期
生
を
迎
え
た
本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
育
成
に
向
け
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
や
、
大
学
院
開
設
を
柱
に
し
た
大
学

発
展
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
学
１
周
年
事
業
と
し
て
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

校
歌
も
完
成
、
釜
慶
大
学
校
と
の
学
術
交
流
協
定
調
印
な
ど
、
大

学
づ
く
り
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
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地域と大学
長浜・近江まんなか夢のまちづくり
　本学法人の吉田理事長が副会長を務める、「長浜・近江まんなか夢のまちづくり
会議」の年次総会が５月に本学を会場に開催されました。このまちづくり会議は、
JR田村駅と坂田駅を中心とした周辺地域のまちづくりビジョンを住民主導で考
えようと発足したもので、大学や社会福祉法人、自治会の代表などで構成されて
います。
　まちづくり会議では、本学とサイエンスパーク、長浜ドームの南側に、コンベ
ンションや研究・研修施設ゾーンを開発するなどにより、南長浜と近江町・米原
市をエリアとする新しいまちづくりを計画しています。

吹奏楽部が地域で巡回公演
　入院中の患者さんに音楽を楽しんでもらおうと、本学の吹奏楽部が市立長浜病
院のロビーでコンサートを開きました。
　吹奏楽部はこれまでも地元保育園や福祉施設において演奏での奉仕活動を続け
ており、今回の院内コンサートも市立長浜病院長の依頼を受け実現しました。コ
ンサートでは、木管楽器と金管楽器に分かれ、「おぼろ月夜」や「赤とんぼ」な
ど6曲を演奏、入院患者や見舞い客の皆さんに楽しんでもらいました。

◆
韓
国
・
釜
慶
大
と
学
術
交
流
協
定
を
調
印
 

　

理
事
長
と
水
上
研
究
部
長
が
昨
年

　
月
に
韓
国
を
訪
問
す
る
な
ど
、

１２交
流
を
続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

　
釜
慶
大
学
校
か
ら
は
睦
総
長
と

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
一
行

３
人
が
訪
れ
、
今
後
の
研
究
面
に

お
け
る
提
携
や
留
学
生
の
交
流
な

ど
、
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
洋
バ
イ
オ
の
研
究
で
は
韓
国

ト
ッ
プ
の
釜
慶
大
学
校
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
、
６
月
　
・
　
日
に
本

２０

２１

学
を
訪
れ
、
タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト

大
学
に
続
き
本
学
に
と
っ
て
２
番

目
と
な
る
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
釜
慶
大
学
校
と
の
交
流
は
、
昨

年
本
学
で
開
催
し
た
「
ア
ジ
ア
・

バ
イ
オ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
へ

の
参
加
を
契
機
に
、
本
学
の
吉
田

　前期木曜日２時限「ゲノム創薬科学」の授業では、大手製薬会社など第一線で
活躍している研究者を講師としてお招きし、第一線の研究者ならではの講義を受
けています。受講生以外の学生や教職員の皆さんも聴講できますので、ぜひご参
加ください。

４/２１「ゲノム情報を利用した創薬標的探索」
　　　講師：吉田哲朗さん（協和発酵工業（株）先端バイオ研究所主任研究員）
４/２８「プロテオミクス創薬」
　　　講師：長洲毅志さん（エーザイ（株）シーズ研究所所長）
５/１２「ドラッグデザイン」
　　　講師：宮野雅司さん（（独）理化学研究所播磨研究所主任研究員）
５/１９「ハイスループットスクリーニングとコンビケム」
　　　講師：三輪哲生さん（武田薬品（株）医薬研究本部探索研究センター所長）
５/２６「薬理」　講師：山田耕二さん（協和発酵工業（株）医薬研究センター部長）
６/２「毒性と薬物動態」　

講師：石川智久さん（東京工業大学大学院生命理工学研究科生体分子機能
工学専攻教授）

６/９「製剤設計とドラッグデリバリーシステム」
　　　講師：菊池　寛さん（第一製薬（株）創剤代謝研究所研究グループ長）
６/１６「薬と臨床試験」 講師：井上謙吾さん（（財）ファルマバレーセンター所長）
６/２３「抗生物質」　講師：八木澤守正さん（（財）抗生物質学術協議会）
６/３０「タンパク質と抗体医薬」
　　　講師：土屋政幸さん（中外製薬（株）製品戦略部部長）
７/７「遺伝子治療」
　　　講師：飯田章博さん（ディナベック（株）知財学術ライセンス部長）
７/１４「再生医療」
　　　講師：桜田一洋さん（日本シエーリング（株）リサーチセンター長）

Information

て
実
施
す
る
自
由
選
択
科
目
と
な
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
バ

イ
オ
分
野
な
ら
び
に
関
連
分
野
の
企
業
や
研
究
機
関
な
ど
の

現
場
で
一
定
期
間
社
会
体
験
と
し
て
の
実
習
を
行
い
、
こ
の

実
習
を
通
じ
て
実
学
を
深
め
、
ま
た
学
生
の
職
業
観
や
現
場

感
覚
を
養
い
、
確
か
な
進
路
選
択
に
資
す
る
も
の
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
近
畿
圏
を
中
心
に
　
事
業
所
（
７
月
１
日
現

２７

在
）の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
夏
期
休
暇
期
間
中
に
約
　
名
の

６０

学
生
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
斡
旋
企
業
へ
の
参
加
者
も
含

む
）が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
大
学
と
し
て
も
、
参
加
す
る
学

生
が
自
ら
の
獲
得
目
標
を
明
確
に
し
て
、
学
習
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
、
事
前
研
修
・
事
後
研
修
の
実
施
を
含
め
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
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と
な
り
ま
す
。
現
在
、
不
得
手
と
し

て
い
る
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

学
内
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
英
語

力
向
上
の
た
め
の
学
習
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
導
入
す
る
な
ど
の
検
討
の
余
地

は
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
学
部
長
と
し
て
の
今
後
の

展
望
と
は

　
教
員
と
学
生
自
身
の
努
力
に
よ
り
、

非
常
に
い
い
形
で
３
年
目
を
迎
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
バ
イ
オ
教
育
を
行
っ
て
き

た
２
年
間
が
、
実
際
に
世
に
通
じ
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
時
期
に
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
は
、
社
会
の
バ
イ

オ
技
術
者
の
ニ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
明
確

化
と
卒
業
後
の
進
路
確
保
、
さ
ら
に

バ
イ
オ
に
特
化
し
た
大
学
院
の
設
立

構
想
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り

学
生
た
ち
の
期
待
に
応
え
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
社
会
は
バ
イ
オ
産
業
を
基

礎
か
ら
支
え
る
技
術
者
を
求
め
て
い

ま
す
。
３
年
次
生
は
後
期
か
ら
専
門

コ
ー
ス
へ
と
分
か
れ
、
よ
り
専
門
領

域
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
前

期
ま
で
に
学
ん
だ
「
総
合
力
」
を
フ

ル
に
活
用
し
、
研
究
目
的
が
異
な
っ

て
も
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
基
礎
と
手
法
を
身
に
つ
け
て
、
企

業
や
社
会
で
役
立
つ
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
な
技
術
者
を
目
指
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
生
主
体
の
問
題
意
識
か
ら

苦
手
を
な
く
す
教
育
へ

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
生
物
学

や
化
学
、
物
理
学
、
数
学
と
い
っ
た

従
来
の
学
問
分
野
を
基
盤
と
し
て
成

り
立
つ
学
問
領
域
で
す
。
従
っ
て
本

学
で
も
、「
バ
イ
オ
の
総
合
性
」
に
重

点
を
置
き
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
と
融
合
し
た
生
命
科
学
を

体
系
的
に
学
ぶ
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
な
か
本
学
で
は
、
こ
の
５

月
か
ら
の
２
ヵ
月
間
、
希
望
者
に
対

し
て
高
校
レ
ベ
ル
の
基
礎
知
識
を
再

確
認
す
る
た
め
の
補
講
（
化
学
・
生

物
・
数
学
・
物
理
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
開
学
以
降
、
学
生
お
よ

び
教
員
の
両
サ
イ
ド
か
ら
聞
か
れ
た

「
苦
手
を
克
服
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
備
え
た
い
」
と
い
う
声
に
対
応
し

た
も
の
で
す
。
苦
手
を
学
ぶ
に
は
、

自
主
的
・
自
発
的
意
思
と
精
神
的
体

力
が
必
要
で
あ
り
、
学
生
の
学
び
に

対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
芽
生
え
た

こ
と
は
、
２
年
間
の
大
き
な
成
果
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

社
会
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
の
教
学
の
課
題
と
は

　
バ
イ
オ
産
業
は
、
２
０
２
０
年
に

は
　
兆
円
の
市
場
に
膨
れ
上
が
る
と

２０
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
学
問
の
基
礎
原
理
を
自
在
に
活

用
で
き
る
人
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

池上新学部長に聞く

池上　晋 学部長

学生の自主性・積極性が
生まれた２年間
今後は、バイオ産業を基礎から支える
研究・技術者の育成を目指す

　今年度の後期には第１期生が専門コースを選択し、さらにそれぞれの専
門領域を深めるなど、本学はいま、ひとつの節目を迎えようとしています。
これまでの２年間を振り返ると同時に今後の教学面での課題を、今年度か
ら学部長に就任した池上先生に伺いました。

　
そ
の
た
め
に
大
学
側
と
し
て

は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
一
般
教

養
科
目
を
よ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
も
の
に
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
社
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
、
幅
広
い
思
考
力
や

人
間
力
を
養
っ
て
い
く
た
め
で

す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
技
術
は
国

際
的
な
レ
ベ
ル
で
進
歩
し
て
い

く
た
め
、
当
然
英
語
力
は
必
須
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開
学
か
ら
１
期

２
年
間
、
学
部
長

を
務
め
た
郷
通
子

教
授
が
、
今
年
度

か
ら
お
茶
の
水
女

子
大
学
の
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
教
授
会
で
は
、
郷
前
学
部
長
を
本

学
で
は
初
め
て
の
特
別
客
員
教
授
に
選
任

し
ま
し
た
。

　
郷
先
生
に
は
特
別
客
員
教
授
と
し
て
、

生
命
情
報
科
学
界
の
ト
ッ
プ
研
究
者
な
ら

で
は
の
実
学
・
実
践
的
な
講
義
と
研
究
指

導
を
適
宜
、
担
当
し
て
い
た
だ
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

煙
郷
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
活
気
あ
ふ
れ
る
長
浜
バ
イ
オ
大
学

　
開
学
３
年
目
を
迎
え
た
長
浜
バ
イ
オ
大

の
名
は
、
バ
イ
オ
に
特
化
し
た
唯
一
の
単

科
大
学
と
し
て
、
日
本
中
に
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
学
当
時
の
学

園
の
朝
、
廊
下
で
出
会
う
と
、「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
誰
も
が
声
に
出
し
て

挨
拶
し
て
い
ま
し
た
。
取
材
に
来
ら
れ
た

記
者
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
誌
に
「
お
行

儀
の
よ
い
学
生
さ
ん
達
の
大
学
で
あ
る
」

と
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も

誇
ら
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
バ
イ
オ
大
の
皆
さ
ん
と
は
講
義
か
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
お
会
い
す
る
予
定
で
す
が
、

４
月
か
ら
、
お
茶
の
水
女
子
大
で
の
仕
事

が
主
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ぞ
気
持
ち
よ
い

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
き

や
、
ま
っ
た
く
期
待
外
れ
で
し
た
。
食
堂

で
学
生
さ
ん
達
に
混
じ
っ
て
昼
食
を
と
り

ま
す
が
、
他
人
を
意
識
し
て
い
な
い
構
成

員
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
活
気
が
あ
ふ

れ
仲
間
意
識
が
濃
く
、
楽
し
か
っ
た
長
浜

バ
イ
オ
大
の
食
堂
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ

し
て
い
ま
す
。

新任教員の紹介

　今年度の着任で専任教員が３０人となり、大学完成年次計画での着任
が完了したことになります。
　それぞれの研究分野で顕著な実績をもった教員が揃い、また民間企
業で第一線の研究に携わっていた教員が多いのも、実学を特色とする
本学にふさわしい構成となっています。平均年齢が若く、女性教員が
相対的に多いのも、本学の際だった特徴となっています。

東京大学医学部卒業
［略歴］
東京大学医科学研究所助手　
国立がんセンター研究所ウイルス部長、
副所長
筑波大学基礎医学系教授、大学院医学研
究科長、基礎医学系長、大学院人間総合
科学研究科教授
筑波大学名誉教授
医学博士（東京大学）
［専門分野］　翻訳後修飾、分子腫瘍学
［担当講義科目］　生命倫理、病態生化学

教授

三輪　正直
名古屋大学大学院理学研究科生物学専攻
退学
［略歴］
名古屋大学大学院工学研究科生物機能工
学専攻助手
生物分子工学研究所生命情報解析部門主
任研究員
博士（理学）（名古屋大学）
［専門分野］　情報構造生物学
［担当講義科目］　生命情報科学概論、構
造生物学

教授

白井　　剛
朝鮮大学理学部卒業
［略歴］
東京大学農学部農芸化学科研究生
理化学研究所基礎科学特別研究員
奈良先端科学技術大学院大学助手
農学博士（東京大学）
［専門分野］　植物・微生物などの細胞間
情報学
［担当講義科目］　植物環境分子生理学、
糖質生物学

教授

蔡　　晃植
大阪大学大学院工学研究科博士後期課程
修了
［略歴］
大阪大学工学部応用生物工学科助手
大阪大学大学院工学研究科応用生物工学
専攻助手
テキサス大学 M.D.アンダーソンがんセ
ンター出張
工学博士（大阪大学）
［専門分野］　微生物遺伝学、分子生物学
［担当講義科目］　環境微生物学

助教授

向　由起夫

名古屋大学大学院生命農学研究科博士課
程修了
［略歴］
日本学術振興会特別研究員　
農学博士（名古屋大学）
［専門分野］　分子生物学
［担当講義科目］　細胞遺伝学Ⅱ（植物）

講師

今村　　綾
京都大学大学院工学研究科博士課程修了
［略歴］
独立行政法人理化学研究所基礎科学特別
研究員
独立行政法人国立環境研究所　NIESポス
ドクフェロー
山田科学振興財団長期派遣援助研究員
（チェコ・マサリク大学）
博士（工学）（京都大学）　
［専門分野］　タンパク質工学、生物有機
化学、計算構造生物学、環境微生物学
［担当講義科目］　生理活性物質概論

講師

中村　　卓
三重大学大学院生物資源学研究科博士課程修了
［略歴］
科学技術振興事業団ERATO加藤たん白生態プ
ロジェクト研究員
日本学術振興会海外特別研究員（米国ジョンズ・
ホプキンス大学医学部生物化学教室）
科学技術振興機構CREST「ゲノムの構造と機
能」研究員
理化学研究所吉田化学遺伝学研究室協力研究員
博士（学術）（三重大学）
［専門分野］　細胞制御学
［担当講義科目］　バイオトピックス、分子科学
応用実験II、細胞科学応用実験I、細胞科学専門
実験I、II

講師

亀村　和生
名古屋大学大学院理学研究科博士課程修
了
［略歴］
名古屋大学大学院理学研究科助手
日本学術振興会特別研究員
博士（理学）（名古屋大学）
［専門分野］　生命情報学
［担当講義科目］　生物情報統計学

講師

塩生　真史

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
学
長
に
な

ら
れ
た
郷
通
子
教
授（
前
学
部
長
）

を
本
学
の
特
別
客
員
教
授
に
選
任

今年度新たに
8人の教員が着任
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命
洸
M
E
IK
O

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
目
玉
は
、
本
学

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
る
事
業

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
ラ

ボ
へ
の
入
居
を
め
ざ
し
て
複
数
の
教
員

が
研
究
活
動
と
法
人
設
立
な
ど
の
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
専
任
の
担
当
者
を
配
置
す
る
こ

と
も
考
え
て
、
産
官
学
の
共
同
研
究
機

関
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
学
予
定

の
大
学
院
の
付
属
研
究
所
的
な
機
能
も

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

　
学
部
定
員
の
増
員
計
画
は
、
現
在
の

１
学
年
１
９
８
人
を
２
５
０
人
以
上
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
１
回

生
か
ら
４
回
生
ま
で
が
揃
う
大
学
完
成

年
度
ま
で
は
現
行
定
員
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
文
部
科
学
省
へ
の
認
可
申
請

は
早
く
て
も
２
０
０
８
年
６
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
、
認
可
さ
れ
れ
ば
実
現
は

２
０
０
９
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。
定

員
増
に
伴
い
手
狭
と
な
る
校
舎
の
増
築

も
計
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
完
成
を

め
ざ
す
事
業
で
は
、
２
０
０
６
年
春
に

完
成
す
る
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
内
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
本
学

の
産
官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　大学発展の中期ビジョンは、本学理事会に設けられた
｢長浜バイオ大学中期ビジョン検討委員会｣での構想検討
を基に、大学院の開設、大学の学部定員増、長浜サイエ
ンスパークの完成に寄与する３つの事業を実現していく
ことです。本年４月から構想の具体化を図る実施基本計
画の検討を重ね、それぞれの事業の実現をめざしていき
ます。

討
を
重
ね
、
２
０
０
６
年
６
月
頃
に
は

文
部
科
学
省
に
認
可
申
請
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
大
学
院
構
想
は
、
①
日
本
で

た
だ
一
つ
の
バ
イ
オ
系
単
科
大
学
で
あ

　
本
学
の
３
回
生
が
卒
業
す
る
２
０
０

７
年
４
月
の
開
設
を
め
ざ
し
て
、
大
学

院
開
設
構
想
の
具
体
化
を
め
ざ
す
検
討

と
準
備
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本

学
理
事
会
に
専
門
委
員
会
を
設
け
て
検

よ
り
高
度
な
バ
イ
オ
研
究
・
技
術
者
の
育
成
と

先
端
研
究
を
保
証
す
る
大
学
院
開
設
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大学院開設の
実施基本計画について
下西康嗣学長に聞く

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
今
後
推
進

さ
れ
る
研
究
開
発
事
業
の
拡
充
と
、
水

準
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
で

た
だ
一
つ
の
バ
イ
オ
系
単
科
大
学
で
あ

る
本
学
に
相
応
し
い
先
端
研
究
の
充

実
・
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
よ
り
高
度
で
ダ
ブ
ル
・
メ
ジ
ャ
ー

な
視
野
の
広
い
技
術
力
を
身
に
つ
け
た

人
材
の
育
成
が
現
実
的
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
｢特
色
あ
る
大
学
教

育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣事
業
へ
の
申
請

や
、
｢ア
ジ
ア
大
学
間
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
｣に
よ
る
研
究
交
流
の
具
体
化

な
ど
、
世
界
に
通
用
す
る
バ
イ
オ
人
材

の
育
成
を
め
ざ
す
た
め
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
科
学
コ
ー
ス
、
環
境
生
命
科
学
コ
ー

ス
の
５
つ
の
専
門
コ
ー
ス
を
、
バ
イ
オ

情
報
科
学
技
術
領
域
、
バ
イ
オ
機
能
科

学
技
術
領
域
、
バ
イ
オ
環
境
科
学
技
術

領
域
の
３
研
究
領
域
に
融
合
し
編
成
し

て
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
１
研
究
科
１
専

攻
を
設
置
す
る
構
想
で
す
。
博
士
課
程

前
期
課
程
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
領
域

の
共
通
科
目
群
と
し
て
バ
イ
オ
経
営
学

科
目
群
を
設
定
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ

ン
ド
を
有
す
る
高
度
バ
イ
オ
研
究
・
技

術
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
大
学
院
構
想
の
実
現
に
よ
り
、

バ
イ
オ
分
野
の
急
速
な
進
展
に
応
え
ら

れ
る
本
学
の
教
育
・
研
究
の
高
度
化
と

充
実
・
発
展
を
保
証
す
る
と
同
時
に
、

る
本
学
に
相
応
し
い
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
に
特
化
し
た
大
学
院
、
②
バ
イ
オ

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
と
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
諸
分
野
を

融
合
し
た
教
育
・
研
究
に
重
点
を
置
く
、

③
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド

（
M
O
T
・
技
術
経
営
）

を
兼
ね
備
え
た
高
度
な

バ
イ
オ
人
材
を
育
成
す

る
３
点
の
特
徴
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
学
部
教
育

で
の
遺
伝
子
生
命
科
学

コ
ー
ス
、
分
子
生
命
科

学
コ
ー
ス
、
細
胞
生
命

科
学
コ
ー
ス
、
生
命
情

　中期ビジョンの核事業である大学院構想について、
実施基本計画案がほぼまとまりました。学問の領域が
深まっている自然科学系の学生は、全国的にみても７
～８割方は大学院に進んでおり、実質的に６年制教育
になっています。より専門性を持った人材の育成は、
社会の要請でもあり、少なくとも大学院の修士教育は、
学部生にとって不可欠な存在になっています。
　大学院では、学生諸君と産業界からのニーズに応え
て、高度専門職志向と研究者志向の２つの要求に対応
する教育課程を構成します。また、学部での研究成果
を活かし、学部教育へのフィードバック効果も期待し
ています。
　具体的には、「バイオサイエンス研究科バイオサイ
エンス専攻」とし、博士前期課程は「バイオ情報科学
技術領域」「バイオ機能科学技術領域」「バイオ環境科
学技術領域」の３つの領域を用意します。そして後期
課程では、ひとつの「バイオ科学技術研究領域」とし
て追究していきます。学部の５コースで培った専門性
を深めると同時に、他の領域を改めて融合して学ぶこ
とで、応用性を身につけることができます。今後は、
学部教員が大学院教員を兼任することから、学部と大
学院教育のバランス化と組織の整備が課題になります。
　３回生の夏期休暇期間中には民間企業や公共機関で
のインターンシップも始まりますが、視野を広げる貴
重な経験となるでしょう。また、今早秋には大学院開
設の具体的な案内をしたいと考えていますので、自身
の将来の進路を総合的に見つめなおす機会になればと
思っています。
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ン
施
設
内
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
「
産

官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
地
元
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
産
官
学
連
携
の
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
大

学
の
研
究
成
果
や
設
備
の
活
用
、
リ
エ

ゾ
ン
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
イ
オ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
は
、
本
学
の
正
面
玄
関
前
に
隣
接
す

る
区
画
に
、
２
０
０
６
年
春
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
学
と
と
も
に
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

中
核
施
設
の
役
割
を
担
う
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
延
床
面
積
１
，
６
２
３
㎡
の
鉄
骨
造

平
屋
建
て
の
ゆ
と
り
の
構
造
で
、
Ｐ
２

レ
ベ
ル
の
実
験
が
行
え
る
研
究
室
　
室
１７

に
加
え
て
、
共
同
利
用
室
、
経
営
支
援

室
、
商
談
室
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

設
置
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究
室
や
共
同
利
用

室
を
活
用
し
て
の
起
業
家
を
育
成
す
る

機
能
、
財
務
・
会
計
・
知
的
財
産
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る
経
営
支
援
室
や
商
談

室
を
活
用
し
て
の
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
援
す
る
機
能
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
起
業
家
と
大
学
、
入
居
企
業
間

の
研
究
交
流
を
促
進
す
る
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
こ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

　長浜サイエンスパークの中核施設となるバイオ・インキュベーション
施設が、２００６年春に完成することになりました。これによって長浜バイ
オクラスター構想の実現に向けた取り組みが新たな段階を迎えたことに
なります。
　この施設のオープンは、長浜バイオ大学を軸とした産官学の連携が一
層活発化し、研究・教育面での充実はもとより、地域の産業振興の起爆剤
となることは間違いありません。

▼インキュベーションラボの平面図
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インキュベーション
施設完成と本学の役割
吉田理事長に聞く

　本学を中核施設とする長浜サイエンスパークに、待
望のインキュベーションラボが２００６年４月にオープン
することが決まりました。このラボが牽引車となり、
揺りかごとなって、バイオベンチャーが続々と誕生、
また念願のバイオ関係企業の誘致・集積も加速し、サ
イエンスパークの完成を現実のものとすることになる
でしょう。
　本学はこれによって、その成果を享受し実効性の伴
う｢産官学｣連携による教育・研究の充実、地域の産業
振興に期待通り貢献することが可能になります。本学
の社会的責任を改めて痛感している次第です。
　従って本学としては、産官学共同研究・事業開発セ
ンターが窓口となってリエゾン機能を発揮し、イン
キュベーション事業への支援や教育プログラムの提供、
企業や研究機関との共同研究の推進、本学が創り出す
研究・技術シーズの提供などを積極的に進めていくこ
とになります。このことが産官学の連携を一層促進し、
サイエンスパークに進出してくる企業との共同研究や
ビジネス支援などの具体化を図ることになるでしょう。
　このインキュベーション施設には、本学の地域に開
かれた「産官学共同研究コーナー」を設置する計画で
す。２００７年４月に開設することを予定している大学院
と相まって、本学の付属研究所としての機能を担うこ
とが出来ればと、構想しています。
　このように本学が、長浜サイエンスパークの中核施
設としてのポジションを活かして、産官学連携で最先
端のバイオ技術をフォローアップしていくことは、本
学ならではの高度な実学を身につけた人材育成を名実
ともに保証することになるものと確信しています。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
三
つ
め
の
案
件
は
、
遺
伝
子
情
報
を

利
用
し
創
薬
す
る
手
法
を
用
い
て
、
新

規
の
抗
癌
剤
の
創
製
、
診
断
薬
の
研

究
・
開
発
を
行
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
本
学
の
教
員
が
そ
の
研

究
成
果
を
実
用
化
す
る
た
め
に
、
企
業

家
と
共
同
で
立
ち
上
げ
る
も
の
で
、
バ

イ
オ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

入
居
し
て
、
産
業
化
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
し
て
い
す
。

　
今
、
産
業
界
で
は
、
大
学
に
お
け
る

研
究
の
成
果
を
産
業
化
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
た
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
開
学
３

年
目
に
し
て
初
め
て
の
大
学
発
バ
イ
オ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち
上
げ
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
順
調
に
い
け

ば
本
年
度
中
に
３
つ
の
研
究
案
件
に
よ

る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
設
立
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
研
究
案
件
の
一
つ
は
、
D
N
A
や
R

N
A
を
用
い
る
技
術
を
産
業
化
す
る
も

の
で
す
。
D
N
A
 を
用
い
た
個
人
認

証
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
、
R
N
A
や

D
N
A
の
新
検
出
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と

製
造
、
D
N
A
・
R
N
A
の
開
発
・
製

造
を
事
業
内
容
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
め
の
案
件
は
、
遺
伝
子
組
換
え

で
大
量
に
製
造
し
た
タ
ン
パ
ク
質
の
機

能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
、
リ

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
自
動
的
に
行
う

装
置
の
開
発
・
製
造
、
タ
ン
パ
ク
質
の

受
託
生
産
、
抗
体
を
用
い
た
タ
ン
パ
ク

質
認
識
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
ー
の
開
発
・
製

造
を
行
う
も
の
で
、
販
売
も
実
施
す
る

本
学
発
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
続
々
誕
生

技
術
経
営
者
的
セ
ン
ス
と
能
力
を
育
成
す
る
教
育
的
効
果
も

▼インキュベーションラボ完成予想図
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「
環
境
、
健
康
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

で
、
長
浜
を
始
め
大
津
、
草
津
、
彦
根
の

滋
賀
県
内
４
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
文

部
省
（
当
時
）
の
委
託
で
滋
賀
県
が
「
地

域
に
お
け
る
生
涯
大
学
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
」
の
一
環
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、

８
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
本
学
を
始
め

開
催
地
自
治
体
や
教
育
団
体
な
ど
の
協
力

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
長
浜
教
室
は
６
/
　
に
開
講
式
を
行
い
、

１８

そ
れ
に
続
く
５
回
の
「
問
題
発
見
講
座
」

で
本
学
の
大
島
淳
教
授
が
「
バ
イ
オ
に
よ

る供
生
き
る
僑、供
食
べ
る
僑、供
暮
ら
す
僑」を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。　
月
と

１０

　
月
に
開
催
さ
れ
る
８
回
の
「
理
論
学
習

１１講
座
」
は
本
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
８

人
の
本
学
教
員
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

本学の教員が講師を務める講義
西　義介教授医療とバイオテクノロジー
伊藤正恵教授ウイルスって何？
齊藤　修教授味を感じる仕組みについて
三輪正直教授がんの予防
大島一彦助教授コンピューターによって進化を解く
太田伸二教授生物間で働く化学物質
蔡　晃植教授植物の免疫システム
大島　淳教授ＤＮＡはうそつかない

滋賀県の
生涯学習事業に

今年も協力

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
特
区
の
中
に
こ
の

た
び
、
起
業
や
第
２
創
業
を
め
ざ
す
人

達
の
た
め
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
朗
報
に
接
し
、

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
長
浜
バ
イ
オ
大
学
と
と
も
に

ふ
た
つ
め
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
核
と
な
る
施

設
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
院
の

開
設
、
公
的
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
閉
塞
感
の
あ
る

地
域
経
済
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

大
き
な
変
化
と
進
歩
を
も
た
ら
す
と
の

認
識
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
核
と
な
る
施

設
誘
致
を
英
断
さ
れ
た
長
浜
市
に
、
そ

し
て
ご
支
援
を
頂
い
た
県
、
国
に
対
し

て
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
滋
賀
県
の
経
済
人
が
中
心
と
な
っ
て

平
成
　
年
　
月
に
設
立
し
た
バ
イ
オ
ビ

１５

１０

ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会
も
会
員
が
増
え
、

定
期
的
に
基
本
講
座
や
専
門
講
座
を
開

催
し
、
勉
強
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
こ

の
朗
報
を
機
に
、
会
員
自
ら
が
バ
イ
オ

関
連
企
業
の
創
出
や
環
境
や
農
業
な
ど

に
バ
イ
オ
を
取
り
入
れ
た
、
滋
賀
ら
し

い
新
事
業
創
出
を
目
指
す
べ
く
心
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
も
市
民

を
対
象
に
し
た
地

域
の
大
学
、「
淡

海（
お
う
み
）生
涯

カ
レ
ッ
ジ
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今

年
度
の
テ
ー
マ
は

バイオビジネス創出研究会
理事長

森　　建司

　
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
流
れ
の
中
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
あ
ら
ゆ
る
産
業

分
野
に
リ
ン
ク
し
、
地
域
産
業
の
活
性

化
に
資
す
る
新
産
業
で
あ
り
ま
す
。
本

商
工
会
議
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
か
ら
地
域
経
済
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
次
世
代
に
向
け
た
新
事
業
の
創

造
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
建
設
を

契
機
に
し
て
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
起

業
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
浜
や
湖
北
地
域
に
お
け
る

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
、
創

業
や
既
存
企
業
の
第
二
創
業
も
視
野
に

入
れ
、
こ
の
地
に
形
成
さ
れ
る
バ
イ
オ

産
業
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
産

業
の
新
し
い
市
場
と
雇
用
が
創
造
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

長浜商工会議所
会頭

髙橋　政之

　
琵
琶
湖
畔
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
。
J

R
田
村
駅
前
に
立
地
す
る
長
浜
バ
イ
オ

大
学
と
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
。
本

市
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
研
究
開
発

環
境
を
活
か
し
、
国
県
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
隣
接

地
に
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
核
と
し
て
、
産
学

官
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
こ
の
地
に
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
は
、
平
成
　
年
１９

の
春
か
ら
毎
年
２
０
０
人
を
超
え
る
優

秀
な
バ
イ
オ
技
術
者
が
社
会
に
輩
出
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
若
い
技
術
者
が
育
ち
、
熟
練

し
た
最
先
端
の
技
術
力
を
持
つ
当
地
域

へ
是
非
、
立
地
し
て
く
だ
さ
い
。

長浜市長

宮腰　健

バイオクラスター形式で、新しい市場と雇用創出
インキュベーション施設建設への地元の期待

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
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す
る
研
究
分

野
が
多
く
あ

る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ホ

ワ
イ
ト
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
、

グ
リ
ー
ン
バ

イ
オ
ロ
ジ
ー
、

レ
ッ
ド
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
の

各
分
野
の
基
礎
的
な
部
分
で
共
通

す
る
研
究
基
盤
が
あ
り
、
共
同
の

研
究
を
発
展
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
、
両
国
の
友
好
の
発
展
に
少
し

で
も
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
睦
学
長
も
「
ア
ジ

ア
の
優
秀
な
大
学
と
の
交
流
を
進

め
て
お
り
、　
ヵ
国
の
大
学
と
学

１７

術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
両
大
学
の
交
流
が
、
両
国

の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
協
定
に
基
づ
い
た
今
後
の
交
流

の
進
め
方
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
し
た
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
行

は
江
戸
時
代
の
日
韓
友
好
に
尽
力

し
た
雨
森
芳
州
の
生
家
跡
と
さ
れ

る
資
料
館
を
高
月
町
に
訪
ね
、
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
夜
は
、
本
学

主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

宮
腰
健
長
浜
市
長
と
髙
橋
政
之
長

浜
商
工
会
議
所
会
頭
も
参
加
さ
れ
、

両
大
学
の
交
流
を
契
機
と
し
て
国

境
を
越
え
た
地
域
間
の
交
流
に
発

展
さ
せ
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
和

や
か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
釜
慶
大
学
校
は
韓
国
の
国
立
　１０

大
学
の
一
つ
で
、
６
単
科
大
学
、

　
学
部
、　
学
科
で
構
成
さ
れ
学

１８

６６

生
数
が
２
４
，
０
０
０
人
以
上
、

大
学
院
は
通
常
の
大
学
院
の
他
に

４
つ
の
専
門
大
学
院
を
持
つ
北
東

ア
ジ
ア
で
も
有
数
の
大
学
の
一
つ

で
す
。
海
洋
バ
イ
オ
の
研
究
で
は

韓
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を

誇
り
、
政
府
主
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
マ
リ
ン
バ
イ
オ
　
事
業
」で
も
海

２１

洋
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
睦
演

洙
（
モ
ク
・
ヨ
ン
ス
）
総
長
を
団

長
に
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の

金
永
贊
（
キ
ム
・
ヨ
ン
チ
ャ
ン
）

博
士
、
海
洋
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
南

澤
正
（
ナ
ム
・
テ
ク
ジ
ョ
ン
）
博

士
の
一
行
３
人
で
す
。
釜
慶
大
学

校
と
の
交
流
は
、
昨
年
　
月
に
開

１１

催
し
た
ア
ジ
ア
・
バ
イ
オ
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
自
然
科
学
大
学
微

生
物
学
科
長
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

し
て
参
加
い
た
だ
い
た
の
を
契
機

に
、　
月
に
は
本
学
吉
田
保
理
事

１２

長
と
水
上
民
夫
研
究
部
長
が
訪
問

し
て
研
究
交
流
の
話
し
合
い
を
行

い
、
今
回
の
協
定
調
印
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

両
大
学
の
提
携
交
流
が
両
国
の

友
好
促
進
の
架
け
橋
に

　
協
定
調
印
式
で
下
西
学
長
は
、

「
釜
慶
大
学
校
に
は
本
学
と
共
通

今後の交流の具体化についての意見交換

韓国・釜慶大学校のミッションが来校

本学では２校目となる
学術交流協定を調印

　６月２０日と２１日に、韓国・釜慶大学校のミッションが本
学を訪れ、２１日に本学との学術交流協定を調印しました。
海外大学との学術交流協定の調印は、昨年のタイ・カセ
サート大学に続いて２校目となります。

学術交流協定書にサインする
下西学長と睦総長

本学の実験・研究施設を見学 芳州庵の茶室で濃茶の接待を受ける雨森芳州庵を見学
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本学校歌「悠久の街」が完成披露
―市民にも広く唱われる歌となる願いを込めて―

「悠久の街」
 長浜バイオ大学校歌
 作詞・作曲　加藤登紀子

空と大地がとけ合う水辺
過去と未来が出逢う今

この街で暮らした毎日を　僕らはきっと忘れない
大切な人とめぐり逢い　はじめての自分を見つけた

夢にみるあしたに　とどかない夜も
弱すぎる自分に　泣けてくる朝も

生きている　さがしてる
素晴らしい明日　この手でつかむまで
いつの日か夢を　とげるまで
悠久の街　長浜で今　生きている

夕陽が沈む光の中　僕は今日も走っていく
自転車の音と波の音が　風の中でうたってる

遠い日の思い出　過ぎていく時間
花開く春も　凍りつく冬も

忘れない　何もかも
素晴らしい今日の　二度とない時を
いつの日か遠く　はなれても
悠久の街　長浜をずっと　忘れない

空と大地がとけ合う水辺
過去と未来が出逢う今

　加藤登紀子さんに作詞・作曲を依頼していた本学
の校歌「悠久の街」が完成し、3期生の入学式で初
めて披露するとともに、長浜市民会館で加藤さんの
記念コンサートを開催し、市民へのお披露目を行い
ました。
　このコンサートに向けて、本学では学生・教職員
から合唱メンバーを募り、吹奏楽部とともに加藤さ
んの指導を受けて練習を重ねてきました。

　私も新入生になってみたい位のすてきな大学の校歌を作
詞・作曲するというご縁ができたのがとっても嬉しいです。
長浜バイオ大学はまだとても若い大学で、新しいという事
は、これからの大学の雰囲気をみなさんが作っていくこと
ができることだと思うんです。私も校歌の制作を通じて、
その仲間入りをさせてもらえたら嬉しいなと思いながら、
とても楽しく歌を作らせていただきました。新入生の方も、
今日この「悠久の街」という歌を聴いていただいて、これ
からずっと歌っていただければと思っています。

校歌完成にあたっての
加藤登紀子さんからのメッセージ
 ――入学式でのあいさつから

ステージで加藤登紀子さんと合唱メンバー
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　新しい学年を迎えるにあたって、積極
的に課外活動に参加したいと思い、加藤
登紀子さんのコンサートのコーラスに参
加することを決めました。悠久の街は、
夢に向かって生きていく姿や、長浜の美
しい風景が表現され、自身の学生生活と
重なり、とても共感できる曲でした。
　春休みに集まって練習し、いよいよコ
ンサート当日を迎えました。舞台に立つ
と、学校の先生方や父兄の方の姿が見え、
とても緊張しましたが、心情や情景を思
い描きながら精一杯歌いました。加藤さ
んが「もう一度校歌を歌いましょう」と
おっしゃり、校歌を二回熱唱しました。会
場は盛り上がり、大きな拍手に包まれ、熱
気に溢れていました。とても感動的で、
胸が熱くなりました。みんなで一つのも
のを作り上げることの素晴らしさを学ぶ
ことができ、貴重な体験ができたと思い
ます。

　今回、加藤登紀子さんが作られた校歌
に吹奏楽の一員として演奏に参加するこ
とになって、非常に大きな経験をしまし
た。
　プロの方と演奏するとあって部員全員
ものすごく緊張し、今までにないほど練
習に励んでいました。登紀子さんと最初
にお会いしたのは入学式のリハーサルの
時で、とても小柄な方だという印象を受
け、こんな小さな体からどうやって、あの
力強い歌声が出せるのだろうかと思いま
した。登紀子さんはとても気さくな方で、
僕達に笑顔で声をかけ、リラックスさせ
てくれました。リハーサルの時のテレビ
カメラや記者の数の多さに驚き、登紀子
さんが校歌を作られたという事はこんな
にも凄いことなのかと改めて感じました。
初めて「悠久の街」を聞いて、校歌らしく
ないと思いましたが、校歌の歌詞は、大
学から見える琵琶湖や長浜の街をイメー
ジしていて、練習しているうちに頭から
離れなくなりました。
　登紀子さんが作ってくださった校歌を
練習し、初めての校歌披露に演奏の一員
として参加できた事、登紀子さんと一緒
のステージにたったという事は、責任の
ある事だったし、緊張したけど、楽しかっ
たです。一生に一度のすばらしい経験が
できたと思います。

　私は吹奏楽部員として校歌披露に参加
させていただきました。バイオ大学の１
期生として入学し、不安もありましたが、
１期生でしか経験できない事も数々あり
ました。今回これからも歌い継がれるで
あろう校歌披露に参加することが出来て
とても嬉しく思っています。
　加藤登紀子さんはとてもオーラのある
方で、大勢のスタッフさんをまとめ、最
初は元気のなかった私たちの演奏を盛り
上げて引っ張っていって頂きました。
リーダーシップというもの、１つの事に
取り組み完成させていくことを垣間見る
ことが出来ました。私も社会に出た時に
いろいろな企業や分野の方々とコラボ
レーションする機会があると思います。
その時は今回学んだことを活かしていき
たいです。

リーダーシップを学ぶ
機会となったコンサート

 吹奏楽　片上 紗世さん
 （奈良県・大和高校出身）

頭から離れない、大学の
風景を詠った歌詞

 吹奏楽　平井 里司さん
 （滋賀県・水口高校出身）

自身の学生生活と 
重なる歌詞に感銘

 合唱　河本 亜矢子さん
 （京都府・塔南高校出身）

ステージ参加者の声

加藤登紀子さんを楽屋に訪ねて激励する宮腰市長と吉田理事長

入学式に向けた体育館での練習風景

楽屋でステージの成功を喜び合う
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産官学共同研究・
事業開発センターだより

　産官学共同研究・事業開発センターは、本学の知的資源を有効に社会に還元するための各種プロジェクトの
企画･調整を主な業務としています。具体的には共同研究や受託研究の受入、研究や人材育成のための研修員
の受入、企業からの技術相談の実施、大学発ベンチャー企業の創出支援、海外の大学との連携事業の調整など
です。この他、社会教育事業として、湖北３大学（滋賀大学、滋賀県立大学、本学）による技術経営（ＭＯＴ）
教育プログラムの提供も行っています。

本
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
る
 

産
官
学
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
年
度
か
ら
新
し
く
始
ま
る
主
な
産
官

学
連
携
に
よ
る
研
究
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
滋
賀
県
と
長
浜

市
の
産
学
共
同
研
究
補
助
金
の
第
１
号
と

し
て
、
本
学
の
西
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

遺
伝
子
組
換
え
で
作
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
の

立
体
構
造
を
天
然
型
に
す
る
た
め
、
そ
の

装
置
の
開
発
を
目
指
す
も
の
で
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
共
同
研
究
開
発
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
本
年
度
の
学
術
研
究
振
興
資
金

の
テ
ー
マ
と
し
て
、
同
じ
く
西
教
授
の

「
ペ
プ
チ
ド
配
列
解
析
の
た
め
の
新
規
な

手
法
の
確
立
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
テ
ー
マ
は
抗
体
を
用
い
て
タ
ン
パ
ク
質

分
子
を
認
識
・
識
別
す
る
方
法
を
確
立
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
以
上
２
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ヒ
ト
遺
伝
子
の
全
配
列

が
解
明
さ
れ
た
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
で
は

最
も
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
挑
戦
す
る

研
究
課
題
で
、
何
れ
も
医
薬
品
の
開
発
な

ど
に
重
要
で
す
。

　
こ
の
他
、
新
た
に
始
ま
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
齋
藤
教
授
に
よ
る

「
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
と
Ｇ
蛋
白
質
制
御
因
子
の
選

択
的
な
ダ
イ
レ
ク
ト
相
互
作
用
」
の
研
究

テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
上
原
記
念

生
命
科
学
財
団
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
テ
ー
マ
は
細
胞
膜
上
で
受
容
体
を
介
し

て
行
わ
れ
る
情
報
制
御
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

探
る
も
の
で
、
将
来
、
医
薬
品
の
開
発
な

ど
に
重
要
な
基
礎
的
知
見
を
与
え
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
郷
通
子
客
員
教

授
に
よ
る
「
蛋
白
質
相
互
間
作
用
の
変
化

を
推
定
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
し

ず
つ
異
な
る
多
く
の
蛋
白
質
の
構
造
解
析

情
報
と
そ
の
相
互
作
用
情
報
、
さ
ら
に
遺

伝
子
情
報
と
を
駆
使
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
に
存
在
す

る
論
理
的
関
係
を
解
析
す
る
研
究
テ
ー
マ

で
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
他
に
も
、
申
請
中
の
産
官
学
の

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
本
学
の
知
的
資
源
を
活
用

し
た
研
究
･開
発
も
益
々
盛
ん
に
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支
援
・
御
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
国

の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
　！！

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
長
浜
地
域
を
中

心
と
す
る
滋
賀
県
に
お
け
る
バ
イ
オ
産
業

振
興
の
拠
点
機
関
で
す
。
本
学
は
、
本
地

域
に
バ
イ
オ
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
経
済
産
業
省
に
対
し

「
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」を
提

案
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
　
日
に
採
択

２２

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
政
府
が
重
点
産
業
分
野

と
し
て
い
る
「
バ
イ
オ
」、「
も
の
づ
く
り
」、

「
Ｉ
Ｔ
」、「
環
境
･エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
関
し
、

全
国
の
ク
ラ
ス
タ
ー
毎
に
研
究
機
関
・
企

業
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
新
た
な
産
業
・
企

業
の
創
出
と
そ
の
発
展
を
支
援
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
近
畿
圏
の
「
バ
イ
オ
」

関
係
で
は
「
再
生
医
療
を
目
指
す
神
戸
」、

「
創
薬
を
目
指
す
千
里
」、「
医
療
機
器
な

ど
を
目
指
す
大
阪
」、「
先
端
解
析
装
置
を

目
指
す
京
都
」
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
産
業

全
般
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
本
事
業
計
画
で
は
、
滋
賀
県
、
長
浜
市
、

長
浜
商
工
会
議
所
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
研
究
会
な
ど
産
官
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

滋
賀
県
域
の
バ
イ
オ
関
連
企
業
、
研
究
機

関
と
組
織
し
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
会

や
バ
イ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
講
習
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
バ
イ
オ
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
形
成
に
向
け
て
の
中
核
研
究
・

教
育
機
関
と
し
て
、
本
学
へ
の
期
待
が

益
々
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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―
―
情
報
構
造
生
物
学
が
専
門
分
野
で
す
が
、 

ど
の
よ
う
な
研
究
内
容
で
す
か
？

　
実
は
「
情
報
構
造
生
物
学
」
と
い
う
言
葉
は
な

く
て
、
情
報
生
物
学
と
構
造
生
物
学
が
融
合
し

た
分
野
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
タ
ン
パ

ク
質
の
分
子
構
造
を
決
め
、
Ｘ
線
結
晶
解
析
装

置
な
ど
を
使
っ
た
実
験
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
働

く
の
か
を
解
明
し
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
分
野

で
は
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
は
研
究
の

「
入
口
」と「
出
口
」で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
伝
子
の
遺
伝
情
報
は
タ
ン
パ
ク
質
に
変
換

さ
れ
て
か
ら
機
能
し
ま
す
が
、
翻
訳
さ
れ
て
働

く
時
の
構
造
は
ま
だ
全
部
は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
す
べ

て
解
明
し
よ

う
と
い
う
の

が
構
造
ゲ
ノ

ミ
ク
ス
で
す

が
、
非
常
に

時
間
が
か
か

る
た
め
、
膨

大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
重
要
な
も
の
だ
け

を
探
す
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
入
口
」
に
相
当
す
る
部
分
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
構
造
情
報
を
も
と
に
し
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
照
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
ば
れ
た
タ
ン

パ
ク
質
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
る
か
を

原
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
が
、「
出

口
」に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
が
、「
情
報
構
造

生
物
学
」で
す
。

―
―
最
近
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か

ら
自
動
的
に
情
報
を
整
理
し
て
、
今
ど
こ
が
解
っ

て
い
て
、
ど
こ
が
未
解
明
な
の
か
と
い
う
、
タ
ン
パ

ク
質
構
造
宇
宙
の
星
図
を
作
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
で
は
、
す
で
に
解
明
さ
れ
て
い
る
部
分
が

「
点
」
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
点
が

密
集
し
て
い
る
部
分
は
、
す
で
に
類
似
の
構
造
が

い
く
つ
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に「
隙
間
」に

見
え
る
部
分
は
ま
だ
未
解
明
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
も
、
こ
の「
隙
間
」と
さ
れ
て
い
る
部
分
が
本

当
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
分
野
の
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
自
然
界
に
は
あ
ま
り
存

在
し
な
い
人
工
物
を
高
効
率
で
分
解
で
き
る
人

工
タ
ン
パ
ク
質
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
ね
。

―
―
学
生
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
私
は
４
月
か
ら
講
義
を
し
て
い
ま
す
が
、
目
的

意
識
の
高
い
学
生
が
多
い
と
い
う
の
が
第
一
印
象

で
す
。
た
だ
本
学
は
、
バ
イ
オ
に
特
化
し
て
い
な

が
ら
必
ず
し
も
学
者
や
技
術
者
だ
け
を
育
成
す

る
わ
け
で
も
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り「
典
型
的
」な
も
の

で
は
な
い
の
で
、
逆
に
将
来
の
活
躍
分
野
は
と
て

も
広
い
わ
け
で
す
。
学
生
に
は
、
知
識
や
技
術
だ

け
で
な
く
、
自
分
自
身
で
未
来
を
考
え
る
力
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今回の研究室訪問は、バイオ
インフォマティクスを活用して
「タンパク質宇宙の星図作成プ
ログラム」を開発している白井
剛先生を、情報構造生物学研究
室に訪ねました。

Interview

研究室訪問●4
白井 剛教授
●構造生物学研究室

●白井剛
（しらい・つよし）

コンピューター
を駆使して、タ
ンパク質の構造
を作り出す構造
宇宙の星図を作
成するシステム
を開発。いまだ
生物が見つけて
いない未知の星
域とそこに存在するはずのタンパク質構
造を探究し、その働きの解明に取り組む。
名古屋大学大学院理学研究科生物学専攻
退学、名古屋大学大学院工学研究科生物
機能工学専攻助手、生物分子工学研究所
生命情報解析部門主任研究員を経て、現
職。理学博士（名古屋大学）。香川県国分
寺町出身。



学
園
通
信
M
E
IK
O
第
３
号

2005
July

〒
５２６
-０８２９

 滋
賀
県
長
浜
市
田
村
町
１２６６

番
地
　
TE
L.０７４９

-６４
-８１００（

代
） FA

X
.０７４９

-６４
-８１４０

E
-m
ail:jim

@
nagaham

a-i-bio.ac.jp  U
R
L:http://w

w
w
.nagaham

a-i-bio.ac.jp/

学
校
法
人
 関
西
文
理
総
合
学
園

　私が自然科学の道に入ろうとしたきっかけは小
学校１年生の夏の体験にさかのぼる。植物学の泰
斗、牧野富太郎博士のお弟子さんと言う方に高尾
（この頃は横浜に住んでいた）に昆虫採集に連れて
行ってもらったのだ。昆虫採集は大きな捕虫網を
持ち、蝶やトンボを入れる三角のパラフィン紙の
入った箱をベルトに着けたり、甲虫を狙う人は捕
虫網の代わりに、十文字にはったネットと管のつ
いたガラス瓶（吸中管）を持ったりして、奇妙な
出で立ちであるが、玄人っぽくて格好いいと思っ
た。採取した虫を見て、専門用語が口をつく。
「シオカラトンボ」だと思っていたのが「オオシ
オカラ」だったし、「クロアゲハ」だと思ってい
たのが「ジャコウアゲハ」だった。この会話がた
まらなかった。夏の一度きりの体験だったが虫取
りにはまってしまった。以後、これは中学を卒業
するまで続いた。正直に言えば、昆虫採集が格好
よかったのである。あこがれは「ファーブル」に
なることであった。標本に埋まったファーブルの
研究室の写真を見て、早速、自分の勉強部屋を昆
虫の標本室へと変更した。昆虫採集用の道具、標
本箱を並べ、保育社の昆虫図鑑を購入した。
　ある時、図鑑を眺めていると、六甲山系（この
ころは神戸に移っていた）にしか生息していない
稀少な外来種で本邦最大のハムシがいると書いて
あるではないか！こいつ（キベリハムシ）を絶対
に自分の手で何としても見つけたいと思った。い

つものように庭に出て、アリの巣穴を覗いた時の
ことである。巣穴の入り口にキベリハムシの片側
の鞘翅が落ちているではないか！この時は息が詰
まりそうになるほど驚いた。あの虫が我が家の庭
を歩いていたのだ！しかも、図鑑で見るよりも遙
かに大きくて美しい。瑠璃色に輝く半球を黄色が
縁取っている・・・・！
　結局、それからしばらくしてたった１頭だけで
あったが努力の甲斐があり、近くの草むらでこの
虫を見つけた ！！！私にとってこの一瞬は間違いな
く至福の一時であった。この年の収穫は多かった。
鞘翅目甲虫類の標本が、神戸市で表彰されたのだ。
生意気だが、自分では当然だと思っていた。小中
学生レベルの夏休みの宿題で、これほど多種類の
鞘翅目を集めている人は誰もいなかった。
　中学時代までは虫を採っていたが、あれから何
故、虫採りから離れたのかには明らかな訳がある。
虫の勢いがなくなってしまったこと。取る場所が
近所になくなったこと。それよりも何よりも、虫
を見つける度に、採るに忍びなく、可哀想になっ
てしまったのだ。採る対象から保護の対象になっ
てからは急速に興味が薄れてしまった。今でも虫
の名前は分かる方ではあるし、好きではある。そ
の後、自然科学の道に進むために大学受験に立ち
向かったのは、その先にあの楽しかった夏の日々
の一瞬にまた会えそうな気がしたからである。

リレーエッセイ 　夏の虫取り

分子生命科学コース

西　義介先生

2005年度入試結果
　前号で入試の途中経過を記載しましたが、今回全体
入試結果を踏まえて０５年度本学入試について報告しま
す。
　全体志願者は、開学２年間の本学入試が厳しかった
こと（特に、次年度から新課程入試となることから、
浪人生を中心に安全志向が高まった。）、分野としての
話題性がやや低くなったことなどで、前年比１８％の減
少となりました。また、国公立大学・難関大学との併
願受験者の増加を見越して、合格者を多く出したこと
もあって、一般実質倍率は平均４.３倍から３.５倍となり
広き門となりました。しかし、合格者学力層としては、
受験情報誌の追跡調査によると、前年と変わりない学
力層であることが判り、結果として本学入試の特徴は
「絞られた入試」であったといえます。

2006年度入試に向けて
　０５年の結果を受けて、次年度４年目の入試・募集に
ついては、全体として分野面での特徴や難易度面から、
引き続き「絞られた入試」が続くものと思われます。
ただし、志願者数としては、今年度易化した結果から
の揺り戻しや国公立中心志望者が、新課程初年度入試
ということで、抑えとしての私立大学一般入試やセン
ター利用出願を増やすこと、また本学隣接のサイエン
スパークに、いよいよこの秋から「インキュベーション･ラ
ボ」の建設スタート、ベンチャー企業立ち上げ等の話
題から、志願者増加となることが予想されます。
　広報としてもネット広報の充実・強化やオープンキャン
パスでの盛りだくさんの実習体験講座の開講など、本学と
しての教学面・将来発展面での優位性を、受験生にわかり
やすく直接伝えていくことが求められています。

入試・募集掲示板 2005年度入試結果と2006年度入試・募集


